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注意
1. 本書で使用したテキストデータは元の書籍を著者自らがデータ化した

ものです。
2. 本書を著作権法の定める私的使用の範囲外で公開などを行うことを禁

じます。また、本書の使用により生じた問題についての責任は負いか
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ま
え
が
き

69
冊
目
の
同
人
誌
と
な
り
ま
す
、
後
藤
和
智
で
す
。

２
０
１
６
年
の
冬
コ
ミ
で
、『
間
違
い
だ
ら
け
の
論
客
選
び
―
―
２
０
１
０
年
代
「
日
本
社
会
論
」
の
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
』
な
る
、
東
日
本
大
震
災

以
降
に
刊
行
さ
れ
た
「
日
本
論
」「
日
本
人
論
」「
日
本
社
会
論
」
計
４
０
冊
を
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
数
値
化
し
、
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す

と
い
う
な
ん
と
も
無
謀
な
企
画
を
や
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
出
展
が
東
方
で
、
東
方
の
新
刊
が
な
か
っ
た
の
で
売
上
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
メ
ロ
ン
ブ
ッ
ク
ス
が
か
な
り
の
数
の
受
け
入
れ
を
了
承
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
（
評
論
で
１
０
０
部
受
け
入
れ
て
く
れ
る
な
ん
て

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
）、
ま
た
ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
氏
や
稲
葉
振
一
郎
氏
な
ど
が
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
電
子
版
で
も
そ
れ
な
り
の

売
上
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
２
０
１
０
年
代
の
「
言
論
」
を
分
析
し
た
の
だ
か
ら
、
今
度
は
そ
れ
以
前
と
比
較
し
て
み
た
い
と
い
う
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
２
０
１
７
年
６
月
に
出
た
商
業
新
刊
『
現
代
ニ
ッ
ポ
ン
論
壇
事
情 

社
会
思
想
の
３
０
年
史
』（
北
田
暁
大
、
栗
原

裕
一
郎
両
氏
と
の
共
著
、
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
（
イ
ー
ス
ト
新
書
））
で
も
述
べ
た
の
で
す
が
、
我
が
国
の
「
言
論
」
は
２
０
１
０
年
代
か
ら
一
気
に
変

わ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
日
本
社
会
や
若
者
を
批
判
す
る
言
論
（
劣
化
言
説
）
が
中
心
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
降
は
日
本
の
「
希
望
」
を
語
る
言
説
が

目
に
見
え
て
増
え
て
き
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
起
こ
っ
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
・
東
日
本
大
震
災
が
原
因
で
は

ど
う
も
な
さ
そ
う
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
少
な
く
と
も
決
定
的
要
因
で
は
な
い
。
例
え
ば
こ
の

流
れ
を
決
定
づ
け
た
（
本
書
に
は
登
場
し
て
い
な
い
の
で
す
が
）
福
嶋
麻
衣
子
と
い
し
た
に
ま
さ
き
の
『
日
本
の
若
者
は
不
幸
じ
ゃ
な
い
』（
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
（
Ｓ
Ｂ
新
書
）、
２
０
１
１
年
）
が
出
た
の
は
２
０
１
１
年
1
月
、
つ
ま
り
震
災
前
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
、
福
嶋
氏
が
出
演
し
た
「
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
！
」
が
放
送
さ
れ
た
の
は
も
っ
と
前
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
震
災
前
か
ら
準
備
さ
れ
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

劣
化
言
説
、
日
本
社
会
批
判
、
若
者
バ
ッ
シ
ン
グ
の
時
代
か
ら
一
転
し
て
「
希
望
」
の
時
代
へ
―
―
。
も
ち
ろ
ん
相
も
変
わ
ら
ず
劣
化
言
説
を
転
嫁
し

て
い
る
論
客
は
少
な
く
は
な
い
の
で
す
が
、
大
筋
で
こ
の
よ
う
な
流
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
若
者
論
で
言
う
と
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
か
ら
古
市
憲
寿
や
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ

ｓ
へ
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
「
言
論
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
、
統
計
学
で
ど
こ
ま
で
解
き
明
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
試
み
で
す
。
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二
つ
目
は
、「
オ
タ
ク
論
」
を
我
が
国
の
言
論
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
関
心
で
す
。
と
い
う
の
も
、
我
が
国
に
お

い
て
は
様
々
な
「
オ
タ
ク
論
」
が
、
若
者
論
、
ひ
い
て
は
社
会
評
論
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
程
度
の
男
性
オ
タ
ク

に
よ
る
議
論
は
、
い
ま
の
ま
と
め
サ
イ
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
反
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
密
接
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
２
０
１
７
年
夏
頃
に
は
、
真

木
よ
う
子
氏
の
コ
ミ
ケ
参
加
騒
動
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
男
性
向
け
オ
タ
ク
分
野
の
反
女
性
的
傾
向
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
事
象
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で

相
次
ぎ
ま
し
た
（
個
人
的
に
は
、
例
え
ば
福
山
雅
治
氏
が
自
分
を
題
材
に
し
た
Ｂ
Ｌ
本
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
出
す
、
と
言
っ
た
の
だ
と
し
た

ら
、こ
こ
ま
で
騒
ぎ
は
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、星
井
七
億
氏
や
「
コ
ミ
マ
の
ラ
ッ
ク
ん
」
の
制
作
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
同
人
誌
や
グ
ッ
ズ
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
作
っ
た
サ
ー
ク
ル
も
そ
れ
な
り
に
あ
る
の
で
）。
本
書
で
分
析
し
て
い
る
オ
タ
ク
論
客

の
著
書
に
は
、
明
ら
か
に
反
女
性
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
い
か
に
位
置
付
け
る
か
に
よ
り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
も
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
と
い
う
算
段
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
個
々
人
の
論
客
の
物
言
い
や
立
ち
位
置
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前
、
２
０
１
４
年
に
行
わ
れ
た
「
第

１
０
回
河
上
肇
賞
」
の
落
選
論
文
を
基
に
し
た
同
人
誌
『「
劣
化
言
説
の
時
代
」
の
メ
デ
ィ
ア
と
論
客
』（
２
０
１
７
年
夏
コ
ミ
で
普
及
版
発
行
）
で
は
、

１
９
９
０
年
代
末
期
か
ら
２
０
１
３
年
頃
に
至
る
香
山
リ
カ
氏
の
著
作
65
冊
を
分
析
し
ま
し
た
が
、
個
人
の
論
客
に
つ
い
て
そ
こ
ま
で
や
ら
な
く
と
も
、

少
な
く
と
も
２
，
３
冊
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
違
い
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

「
言
論
」
―
―
言
う
な
れ
ば
大
衆
言
論
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
な
い
ま
ま
浮
か
ん
で
は
消
え
、
浮
か
ん
で
は
消
え
、
を
繰
り
返
し
ま
す
。
一
時
代
を
築

い
た
議
論
も
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
過
ぎ
れ
ば
も
う
ブ
ッ
ク
オ
フ
や
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
な
ど
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
、
と
い
う
の
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、「
30
代
う
つ
」、
後
に
「
新
型
う
つ
（
病
）」
と
な
る
概
念
を
広
め
た
、
香
山
氏
の
『
仕
事
中
だ
け
「
う
つ
」
に
な
る
人

た
ち
』（
講
談
社
）
は
、
そ
の
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
版
も
含
め
て
い
ま
で
は
古
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
大
衆
言
論
を
、
な
ん
と
か
し
て

歴
史
と
し
て
残
し
た
い
。
そ
れ
が
私
の
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
最
大
の
目
的
で
す
。

と
い
う
わ
け
で
分
析
を
終
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
こ
う
叫
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
国
の
論
壇
は

腐
っ
て
い
る
!!
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２
・
は
じ
め
に

本
書
は
、
１
９
９
０
年
代
終
わ
り
か
ら
２
０
１
０
年
代
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
、

「
日
本
論
」「
日
本
人
論
」「
日
本
社
会
論
」
に
属
す
る
書
籍
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
そ
の
特
徴
を
数
値
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
選
定
し
た
書
籍
は
分
析
者

の
独
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
種
類
の
言
説
を
集
め
る
よ
う
努
力
し
た
。
そ
の
た
め
、
社
会
や
若
い
世
代

が
「
劣
化
」
し
て
い
る
と
見
る
よ
う
な
言
説
や
、
逆
に
若
い
世
代
に
希
望
を
見
出
す

言
説
、「
批
評
」
系
の
言
説
や
オ
タ
ク
論
、
果
て
は
陰
謀
論
に
至
る
ま
で
、
分
析
者

の
想
像
の
思
い
つ
く
範
囲
と
作
業
量
の
及
ぶ
範
囲
で
集
め
た
。

ま
た
本
書
に
お
い
て
は
、
前
著
『
間
違
い
だ
ら
け
の
論
客
選
び
』
に
は
な
い
要
素

と
し
て
、何
人
か
の
論
者
に
対
し
て
言
説
の
時
系
列
で
の
比
較
を
行
っ
た
。こ
れ
は
、

数
年
お
き
に
出
さ
れ
た
書
籍
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
論
者
の
立
ち
位
置
の
変
化

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

分
析
に
は
フ
リ
ー
の
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
ソ
フ
ト
「
Ｋ
Ｈ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
」
を
、

ま
た
形
態
素
解
析
エ
ン
ジ
ン
に
は
「
Ｍ
ｅ
Ｃ
ａ
ｂ
：
を
使
っ
た
。
Ｋ
Ｈ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ

ｒ
に
つ
い
て
は
、
開
発
者
の
一
人
で
あ
る
樋
口
耕
一
が
、『
社
会
調
査
の
た
め
の
計

量
テ
キ
ス
ト
分
析
―
―
内
容
分
析
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
、
２
０
１
４
年
）
と
い
う
著
作
を
出
し
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照

さ
れ
た
い
。

ま
た
、
分
析
に
応
じ
て
、
極
力
表
記
の
揺
れ
に
よ
る
違
い
が
分
析
に
反
映
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
辞
書
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
行
っ
た
。
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

の
概
要
を
左
ペ
ー
ジ
に
記
し
た
。

な
お
取
得
し
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
は
、
全
て
分
析
者
自
身
が
元
の
書
籍
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ

に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
部 

概
要
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新たに登録を行った単語
アベノミクス、ちきりん、晋三、小保方、佐村河内、橋下、イザナギ、イザナミ
SEALDs、GHQ、在特会、NHK、NPO、SNS、ゼロ年代、ハマる

表記を統一した単語
品詞 統一先 統一対象
一般名詞 スマートフォン スマートフォン、スマホ
一般名詞 ネット右翼 ネット右翼、ネトウヨ
一般名詞 うつ病 うつ病、鬱病
一般名詞 人々 人々、人びと
一般名詞 子供 子供、子ども、こども
一般名詞 言葉 言葉、ことば
一般名詞 親父 親父、おやじ
一般名詞 切っ掛け 切っ掛け、きっかけ
一般名詞 叔父さん 叔父さん、おじさん、オジサン
固有名詞 ニコニコ動画 ニコニコ動画、ニコ動
固有名詞 Twitter Twitter、ツイッター
固有名詞 YouTube YouTube、ユーチューブ
固有名詞 Facebook Facebook、フェイスブック
サ変名詞 サバイブ サバイブ、サヴァイブ、サヴァイヴ
名詞形容動詞語幹 普通 普通、ふつう、フツウ
名詞形容動詞語幹 間 間、あいだ
名詞形容動詞語幹 様々 様々、さまざま
名詞形容動詞語幹 馬鹿 馬鹿、バカ、莫迦
名詞副詞可能 今 今、いま
動詞 思う 思う、おもう
動詞 目指す 目指す、めざす
動詞 分かる 分かる、わかる
動詞 関わる 関わる、かかわる
動詞 引きこもる 引きこもる、ひきこもる
動詞 繋がる 繋がる、つながる
動詞 虐める 虐める、苛める、いじめる
形容詞 面白い 面白い、おもしろい
形容詞 素晴らしい 素晴らしい、すばらしい
形容詞 難しい 難しい、むずかしい
形容詞 凄い 凄い、すごい、スゴい、スゴイ（原型のみ）
形容詞 凄まじい 凄まじい、すさまじい
形容詞 厳しい 厳しい、きびしい
形容詞 物凄い 物凄い、もの凄い、ものすごい
形容詞 辛い 辛い、つらい
形容詞 酷い 酷い、ひどい
形容詞 相応しい 相応しい、ふさわしい
形容詞 可愛い 可愛い、かわいい、カワイイ（原型のみ）
副詞 本当に 本当に、ほんとうに
副詞 特に 特に、とくに
副詞 一番 一番、いちばん
副詞 嘗て 嘗て、かつて
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ポピュリズム』
【2013 年】
藻谷浩介『里山資本主義』/ 佐伯啓思『日本の宿命』/ 白井聡『永続敗戦論』/ 谷本真由美『日本
が世界一「貧しい」国である件について』/ 竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』

【2014 年】
赤坂真理『愛と暴力の戦後とその後』/ 橋本治『バカになったか、日本人』/ 原田曜平『ヤンキー
経済』/ 村上裕一『ネトウヨ化する日本』/ 税所篤快『ゆとり世代の愛国心』/ 想田和弘『熱狂な
きファシズム』

【2015 年】
古谷経衡『左翼も右翼もウソばかり』/ 百田尚樹『大放言』/ 佐々木俊尚『21 世紀の自由論』/
高橋源一郎『ぼくらの民主主義なんだぜ』/ 武田砂鉄『紋切型社会』/ 山崎雅弘『戦前回帰』

【2016 年】
ブレイディみかこ『This is Japan』/ 平田オリザ『下り坂をそろそろと下る』/ 堀有伸『日本的
ナルシシズムの罪』/ 奥田愛基『変える』/ 和田秀樹『この国の冷たさの正体』

【2017 年】
ケント・ギルバート『儒教に支配された中国人と韓国人の悲劇』/ 高村薫『作家的覚書』

【比較】
宮台真司『まぼろしの郊外』『日本の難点』『私たちはどこから来て、どこへ行くのか』
香山リカ『多重化するリアル』『なぜ日本人は劣化したか』『劣化する日本人』
斎藤環『ひきこもり文化論』『世界が土曜の夜の夢なら』
東浩紀『動物化するポストモダン』『一般意志 2.0』『ゲンロン 0 観光客の哲学』
宇野常寛『ゼロ年代の想像力』『リトル・ピープルの時代』
大澤真幸『虚構の時代の果て』『不可能性の時代』
加藤典洋『敗戦後論』『戦後入門』
鈴木謙介『カーニヴァル化する社会』『サブカル・ニッポンの新自由主義』『ウェブ社会のゆくえ』
山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』『希望格差社会』
柳美里『仮面の国』『国家への道順』
岡田斗司夫『ぼくたちの洗脳社会』『オタクはすでに死んでいる』
中川淳一郎『ウェブはバカと暇人のもの』『バカざんまい』
堀井憲一郎『若者殺しの時代』『やさしさをまとった殲滅の時代』
速水健朗『ケータイ小説的。』『1995 年』
三浦展『下流社会』『第四の消費』

この中には、テキストデータを下記の同人誌から流用したものも含む。
『間違いだらけの論客選び――2010 年代「日本社会論」の計量テキスト分析』
『「ヤンキー」論の奇妙な位相――平成日本若者論史 9』
『「新しい生き方」は誰のため？――平成日本若者論史 12』
『「劣化言説の時代」のメディアと論客――平成日本若者論史 Special』
そのほか、いくつかの分析者のブログ記事。
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間違いだらけの論客選び 改
分析対象の書籍

【1998 年】
櫻井よしこ『日本の危機』

【1999 年】
門脇厚司『子どもの社会力』/ 森嶋通夫『日本はなぜ没落するか』

【2000 年】
福田和也『余は如何にしてナショナリストとなりし乎』/ 西部邁『国民の道徳』/ 尾木直樹『子ど
もの危機をどう見るか』/ 佐藤俊樹『不平等社会日本』/ 斎藤貴男『機会不平等』/ 上野千鶴子『サ
ヨナラ、学校化社会』

【2001 年】
八木秀次『反「人権」宣言』

【2002 年】
小原信『i モード社会の「われとわれわれ」』/ 勢古浩爾『まれに見るバカ』

【2003 年】
森川嘉一郎『趣都の誕生』/ 小谷野敦『すばらしき愚民社会』

【2004 年】
北田暁大『嗤う日本の「ナショナリズム」』/ パオロ・マッツァリーノ『反社会学講座』/ 荷宮和子『バ
リバリのハト派』

【2005 年】
藤原正彦『国家の品格』/ 本田透『電波男』/ 野田正彰『この社会の歪みについて』/ 柳田邦男『壊
れる日本人』

【2006 年】
林秀彦『この国の終わり』/ 姜尚中『愛国の作法』/ マークス寿子『日本はなぜここまで壊れたのか』

【2007 年】
雨宮処凜『生きさせろ！』/ 赤木智弘『若者を見殺しにする国』/ 相原博之『キャラ化するニッポ
ン』/ 深澤真紀『草食男子世代』

【2008 年】
土井隆義『友だち地獄』/ 中谷巌『資本主義はなぜ自壊したのか』/ 水無田気流『黒山もこもこ、
抜けたら荒野』/ 渡部昇一『決定版 日本人論』

【2009 年】
兵頭新児『ぼくたちの女災社会』/ 池田整治『マインドコントロール』

【2010 年】
小浜逸郎『人はひとりで生きていけるか』/ 片田珠美『一億総ガキ社会』/ 岡田憲治『言葉が足り
ないとサルになる』

【2011 年】
ちきりん『自分のアタマで考えよう』/ 古市憲寿『絶望の国の幸福な若者たち』/ 齋藤孝『日本人
の心はなぜ強かったのか』/ 與那覇潤『中国化する日本』

【2012 年】
イケダハヤト『年収 150 万で僕らは自由に生きていく』/ 熊代亨『ロスジェネ心理学』/ 松谷創
一郎『ギャルと不思議ちゃん論』/ 小熊英二『社会を変えるには』/ 橘玲『（日本人）』/ 渡邉恒雄『反
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〈劣化言説の時代〉と〈ポスト劣化言説の時代〉の比較研究
月刊テキストマイニングレポート Vol.8 2017 年 12 月 31 日号（特別編）

２
・
対
応
分
析

各
書
籍
の
全
体
的
な
傾
向
を
見
る
た
め
、
対
応
分
析
を
行
っ
た
。
分
析
に
用
い
た

単
語
は
、
全
体
で
の
出
現
数
が
５
１
５
以
上
で
あ
る
、
Ｋ
Ｈ 

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
上
で
Ｂ

分
類
に
な
る
単
語
（
ひ
ら
が
な
だ
け
の
単
語
）
を
除
く
自
立
語
全
９
０
０
語
で
、
全

体
で
の
占
有
率
は
14
・
88
％
で
あ
る
。
こ
の
分
析
で
は
、
次
の
8
つ
の
主
成
分
に
対

し
て
分
析
を
行
っ
た
。

主
成
分
1
・
若
者
論
的
傾
向/
政
治
論
的
傾
向

最
も
寄
与
率
の
大
き
い
主
成
分
は
、
こ
こ
20
年
ほ
ど
の
議
論
を
支
え
て
き
た
、
政

治
に
関
す
る
議
論
と
若
者
論
と
い
う
対
立
軸
と
な
っ
た
。
正
の
方
向
に
は
、特
に「
オ

タ
ク
」「
ヤ
ン
キ
ー
」「
ケ
ー
タ
イ
」
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
関
す
る
単
語
が
並
ん
だ
。

他
方
で
負
の
方
向
に
は
、近
現
代
史
や
憲
法
、外
交
に
関
す
る
単
語
で
占
め
ら
れ
た
。

書
籍
の
順
位
を
見
て
も
、
正
の
方
向
は
若
者
文
化
論
系
、
負
の
方
向
は
政
治
・
近
現

代
史
系
が
は
っ
き
り
と
分
か
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

主
成
分
2
・
労
働
・
経
済
言
説
系/

オ
タ
ク
論
系

２
０
０
０
年
代
後
半
か
ら
２
０
１
０
年
代
に
至
る
若
者
論
の
中
で
対
立
し
て
い

た
の
が
、
若
い
世
代
の
「
内
面
」
に
関
す
る
議
論
と
、
若
い
世
代
の
置
か
れ
た
労

働
・
経
済
的
状
況
に
関
す
る
議
論
だ
っ
た
。
特
に
２
０
０
０
年
代
終
わ
り
頃
に
は
、

１
９
７
５
～
１
９
８
２
年
生
ま
れ
の
若
い
世
代
が「
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
ロ

ス
ジ
ェ
ネ
）」
と
呼
ば
れ
、
上
の
世
代
に
対
し
て
「
割
を
食
っ
た
」
世
代
で
あ
る
と

い
う
言
説
が
流
行
し
た
。
他
方
で
、若
い
世
代
の
「
内
面
」
を
問
題
視
す
る
議
論
は
、

そ
の
よ
う
な
労
働
系
の
議
論
が
流
行
し
た
と
き
に
、
そ
れ
ら
へ
の
反
論
と
し
て
あ
る

程
度
の
需
要
が
あ
っ
た
。

書
籍
の
得
点
を
見
て
も
、
正
の
方
向
に
は
格
差
や
貧
困
、
労
働
に
関
す
る
議
論
が

並
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
、
若
い
世
代
を
叩
い
て
い
る
も
の
も
合
っ
た

り
と
多
様
で
あ
る
。
逆
に
負
の
方
向
に
は
、
文
化
か
ら
若
い
世
代
の
「
内
面
」
を
探

る
系
統
の
議
論
が
並
ん
だ
。

主
成
分
3
・
オ
タ
ク
論
の
哲
学
系
？/

近
年
の
保
守
論
壇
系

主
成
分
3
は
、
単
語
だ
け
見
る
と
か
な
り
解
釈
に
困
る
も
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
正
の
方
向
に
は
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」「
ケ
ー
タ
イ
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
」、
負
の
方
向
に
は
「
萌
え
る
」「
オ
タ
ク
」
な
ど
の
単
語
が
並
ぶ
な
ど
、

ど
ち
ら
も
オ
タ
ク
文
化
論
系
の
単
語
が
見
ら
れ
た
か
ら
だ
。
も
っ
と
も
、
負
の
方
向

に
は
政
治
系
の
単
語
も
見
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
段
階
で
は
解
釈
が
難
し
か
っ

た
。し

か
し
、
書
籍
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
こ
の
主
成
分
の
傾
向
が
は
っ
き
り
す

る
。
負
の
方
向
に
は
、
本
田
透
『
電
波
男
』
や
勢
古
浩
爾
『
ま
れ
に
見
る
バ
カ
』、

兵
頭
新
児
『
ぼ
く
た
ち
の
女
災
社
会
』
な
ど
と
い
っ
た
、
女
性
を
中
心
に
自
分
と
異

な
る
社
会
集
団
を
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
書
籍
と
、
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
『
儒
教
に
支

配
さ
れ
た
中
国
人
と
韓
国
人
の
悲
劇
』
や
竹
田
恒
泰
、
渡
部
昇
一
と
い
っ
た
保
守
論

壇
の
人
物
が
並
立
さ
れ
た
。
加
藤
典
洋
や
白
井
聡
な
ど
の
例
外
は
あ
る
が
、
こ
の
方

向
は
、
近
年
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
支
え
て
い
る
保
守
論
壇
、
な
い
し
ネ
ッ
ト
上
の

保
守
言
説
（
所
謂
「
ネ
ッ
ト
右
翼
」）
的
な
傾
向
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
正
方
向
は
主
成
分
2
の
正
方
向
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

主
成
分
4
・
若
者
論
の
政
治
系/

生
き
方
系

主
成
分
4
も
、
単
語
だ
け
で
は
判
断
に
困
る
主
成
分
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
方
向
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間違いだらけの論客選び 改
に
も
若
者
論
関
係
の
単
語
が
多
く
見
ら
れ
、
若
者
論
の
中
で
の
対
立
と
言
う
べ
き
も

の
を
指
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
わ
か
る
。

書
籍
を
見
る
と
、
正
の
方
向
に
は
劣
化
言
説
に
親
和
的
な
も
の
、
負
の
方
向
に
は

格
差
（
た
だ
、
貧
困
を
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
さ
そ
う
）
を
取
り
扱
っ
た
も

の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
主
成
分
は
、
若
者
論
の
中
で
の
、
政
治
・
社
会

系
と
格
差
・
生
き
方
系
の
議
論
を
区
別
す
る
た
め
の
主
成
分
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

主
成
分
6
・
決
断
主
義
系/

引
き
こ
も
り
系

宇
野
常
寛
の
よ
う
な
対
立
軸
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
謝
罪
し
た
い
。
た
だ
、

こ
の
主
成
分
の
内
容
を
見
る
と
、
本
当
に
そ
の
よ
う
に
書
く
の
が
も
っ
と
も
適
切
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

単
語
か
ら
は
判
断
が
難
し
い
の
で
、書
籍
を
見
る
と
、正
の
方
向
に
は
、近
年
の「
若

手
論
客
」
に
よ
る
政
治
・
社
会
系
の
議
論
や
社
会
運
動
系
の
が
並
ぶ
。
特
に
谷
本
真

由
美
や
イ
ケ
ダ
ハ
ヤ
ト
な
ど
の
議
論
は
、
上
の
世
代
を
旧
世
代
と
し
て
見
な
し
、
そ

の
よ
う
な
価
値
観
か
ら
の
脱
却
を
訴
え
る
も
の
が
多
い
た
め
、優
れ
て「
決
断
主
義
」

的
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
概
念
を
先
導
し
た
、
宇
野
常
寛
の
著
作
も
こ
の
中
に
入
り

込
ん
で
い
る
。

他
方
で
負
の
方
向
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が2000

年
代
の
議
論
で
、
劣
化
言
説
も
多

い
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
宇
野
常
寛
の
概
念
を
借
り
る
な
ら
「
引
き
こ
も

り
系
」
と
い
う
ｋ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

主
成
分
7
・
宮
台
社
会
学
系
？/

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
会
学
系

単
語
か
ら
の
判
断
は
難
し
い
が
、
書
籍
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
主
成
分
は
、
言

う
な
れ
ば
社
会
学
的
な
議
論
の
対
立
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
正
の
宝
庫
に

は
佐
藤
俊
樹
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
が
、
概
ね
特
定
の
社
会
集
団
を
指
し
て
バ
ッ
シ

ン
グ
す
る
よ
う
な
も
の
が
目
立
つ
。こ
の
よ
う
な
手
法
は
、宮
台
真
司
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

の
手
法
に
似
て
い
る
た
め
、
強
い
て
名
前
を
つ
け
る
な
ら
「
宮
台
社
会
学
系
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
（
た
だ
し
宮
台
自
身
の
こ
の
主
成
分
の
得
点
の
絶
対

値
は
高
く
な
い
が
）。
他
方
で
負
の
方
向
に
は
、
や
、
ま
た
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た

斎
藤
環
や
速
水
健
朗
の
議
論
が
並
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
相
原
博
之
も
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
系
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
学
の
中
で
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
の
議
論
を
指
す

対応分析の主成分の寄与率
主成分 固有値 固有値^2 寄与率 累積寄与率

1 0.3949 0.1559 7.26% 7.26%
2 0.3650 0.1333 6.21% 13.47%
3 0.3210 0.1031 4.80% 18.27%
4 0.2878 0.0828 3.86% 22.13%
5 0.2629 0.0691 3.22% 25.35%
6 0.2484 0.0617 2.87% 28.22%
7 0.2442 0.0596 2.78% 31.00%
8 0.2395 0.0574 2.67% 33.68%

主
成
分
5
・
成
熟
論
系/

オ
タ
ク
論
系

主
成
分
5
は
、
先
の
主
成
分
3
や
4

の
よ
う
に
両
方
に
共
通
す
る
性
質
の
単

語
が
入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
正

の
方
向
に
は
哲
学
系
の
単
語
、
負
の
方

向
に
は
文
化
論
系
の
単
語
が
並
ん
で
い

る
。た

だ
書
籍
を
見
る
と
、
若
者
論
の
中

で
の
対
立
と
言
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
正
の
方
向
に
は
東
浩
紀
や
大
澤

真
幸
な
ど
の
成
熟
論
系
の
オ
タ
ク
論

が
、
種
々
の
若
者
バ
ッ
シ
ン
グ
言
説
と

並
立
さ
れ
た
。
他
方
で
負
の
方
向
に

は
、
概
ね
そ
の
よ
う
な
哲
学
的
な
議
論

を
あ
ま
り
含
ま
な
い
文
化
論
が
並
ん
で

い
る
。
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〈劣化言説の時代〉と〈ポスト劣化言説の時代〉の比較研究
月刊テキストマイニングレポート Vol.8 2017 年 12 月 31 日号（特別編）

主
成
分
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

主
成
分
8
・
劣
化
言
説
系/

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
論
系

負
の
方
向
は
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
論
系
と
格
差
論
系
の
単
語
が
並
ん
で
い
る
が
、

正
の
方
向
に
つ
い
て
は
全
体
と
し
て
傾
向
が
散
漫
で
あ
る
。
そ
の
た
め
書
籍
か
ら
正

の
方
向
を
判
断
す
る
と
、若
者
論
、特
に
若
い
世
代
を
問
題
視
す
る
言
説
が
並
ん
だ
。

そ
の
た
め
こ
の
主
成
分
の
正
の
方
向
は
劣
化
言
説
系
と
見
な
し
て
問
題
は
な
い
だ
ろ

う
。



13

間違いだらけの論客選び 改
せっかくだから第3主成分の負の方向の順位を並べてみた。（上位40冊）

1 本田透『電波男』 -5.09443
2 岡田斗司夫『オタクはすでに死んでいる』 -2.69886
3 勢古浩爾『まれに見るバカ』 -2.29898
4 ケント・ギルバート『儒教に支配された中国人と韓国人の悲劇』 -1.47518
5 竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』 -1.46987
6 加藤典洋『戦後入門』 -1.45165
7 渡部昇一『決定版 日本人論』 -1.09814
8 橋本治『バカになったか、日本人』 -1.06806
9 白井聡『永続敗戦論』 -1.05572

10 兵頭新児『ぼくたちの女災社会』 -1.04651
11 山崎雅弘『戦前回帰』 -1.04224
12 深澤真紀『草食男子世代』 -1.03050
13 荷宮和子『バリバリのハト派』 -0.99173
14 中川淳一郎『バカざんまい』 -0.94848
15 佐伯啓思『日本の宿命』 -0.91500
16 百田尚樹『大放言』 -0.88661
17 池田整治『マインドコントロール』 -0.86457
18 柳美里『国家への道順』 -0.83713
19 與那覇潤『中国化する日本』 -0.83216
20 藤原正彦『国家の品格』 -0.76631
21 赤坂真理『愛と暴力の戦後とその後』 -0.72754
22 林秀彦『この国の終わり』 -0.68977
23 奥田愛基『変える』 -0.63123
24 渡邉恒雄『反ポピュリズム』 -0.56919
25 加藤典洋『敗戦後論』 -0.54693
26 古谷経衡『左翼も右翼もウソばかり』 -0.53147
27 想田和弘『熱狂なきファシズム』 -0.51931
28 堀井憲一郎『若者殺しの時代』 -0.44282
29 森川嘉一郎『趣都の誕生』 -0.43527
30 小谷野敦『すばらしき愚民社会』 -0.41404
31 谷本真由美『日本が世界一「貧しい」国である件について』 -0.39298
32 高村薫『作家的覚書』 -0.38883
33 福田和也『余は如何にしてナショナリストとなりし乎』 -0.37792
34 森嶋通夫『日本はなぜ没落するか』 -0.37663
35 高橋源一郎『ぼくらの民主主義なんだぜ』 -0.34271
36 税所篤快『ゆとり世代の愛国心』 -0.33076
37 姜尚中『愛国の作法』 -0.32369
38 櫻井よしこ『日本の危機』 -0.29213
39 柳美里『仮面の国』 -0.28407
40 岡田憲治『言葉が足りないとサルになる』 -0.27747
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〈劣化言説の時代〉と〈ポスト劣化言説の時代〉の比較研究
月刊テキストマイニングレポート Vol.8 2017 年 12 月 31 日号（特別編）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

主
成
分
5

主
成
分
6

主
成
分
7

主
成
分
8

寄
与
率

3.
22
%
累
積
寄
与
率

25
.3
5%

寄
与
率

2.
87
%
累
積
寄
与
率

28
.2
2%

寄
与
率

2.
78
%
累
積
寄
与
率

31
.0
0%

寄
与
率

2.
67
%
累
積
寄
与
率

33
.6
8%

正
方
向

負
方
向

正
方
向

負
方
向

正
方
向

負
方
向

正
方
向

負
方
向

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

バ
カ

17
.7
86
4
男
子

-8
.6
64
9
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

6.
57
06

男
子

-1
0.
14
34

男
子

16
.6
33
2
ヤ
ン
キ
ー

-1
5.
29
23

男
子

12
.7
45
0
ヤ
ン
キ
ー

-1
4.
96
88

意
志

3.
23
81

ヤ
ン
キ
ー

-7
.3
90
7
デ
モ

3.
71
95

ヤ
ン
キ
ー

-8
.4
14
2
バ
カ

9.
17
48

キ
ャ
ラ

-5
.6
82
4
意
志

2.
16
90

バ
カ

-1
3.
55
47

女
3.
02
12

地
元

-4
.7
43
9
原
発

3.
34
37

原
爆

-5
.0
13
6
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

8.
08
56

音
楽

-2
.5
56
8
大
人

2.
16
45

階
層

-5
.7
90
8

観
光

2.
58
14

キ
ャ
ラ

-3
.9
23
7
政
党

3.
22
31

条
約

-3
.7
05
4
団
塊

5.
17
75

ケ
ー
タ
イ

-2
.4
89
3
患
者

2.
02
33

仮
面
ラ
イ
ダ
ー

-4
.4
66
5

権
利

2.
36
53

友
達

-3
.8
32
7
サ
イ
ト

3.
21
27

友
達

-3
.5
68
0
階
層

4.
48
27

萌
え
る

-2
.4
09
4
相
互

1.
98
53

団
塊

-4
.0
77
3

他
人

2.
35
61

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

-3
.3
23
9
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

3.
05
29

核
-3
.3
32
9
上

4.
10
51

地
元

-2
.3
17
7
他
者

1.
86
60

上
-3
.9
39
1

男
2.
18
77

原
爆

-2
.7
76
3
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

2.
82
57

米
国

-3
.2
81
0
悪

3.
13
96

教
師

-2
.2
12
8
心

1.
73
27

職
業

-3
.2
34
5

他
者

2.
06
81

階
層

-2
.5
76
5
ネ
ッ
ト

2.
82
00

女
子

-3
.0
23
2
物
語

2.
80
60

患
者

-2
.0
96
6
恋
愛

1.
70
39

収
入

-3
.1
04
9

人
権

2.
02
33

仮
面
ラ
イ
ダ
ー

-2
.5
31
4
ニ
ュ
ー
ス

2.
72
39

教
師

-2
.9
28
4
正
義

2.
71
88

オ
タ
ク

-1
.9
87
5
人
び
と

1.
67
83

地
元

-2
.9
30
9

愛
1.
90
79

女
子

-2
.4
90
6
物
語

2.
70
79

敗
戦

-2
.9
20
6
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2.
58
73

出
来
る

-1
.7
12
8
子
育
て

1.
57
53

志
向

-2
.8
65
0

子
1.
87
48

上
-2
.4
63
0
グ
ロ
ー
バ
ル

2.
69
36

ケ
ー
タ
イ

-2
.9
20
1
女
子

2.
38
11

生
徒

-1
.7
11
1
人
権

1.
55
26

主
婦

-2
.7
01
8

哲
学

1.
86
64

団
塊

-2
.4
62
4
選
挙

2.
63
50

結
婚

-2
.8
85
0
決
断

2.
33
79

喪
失

-1
.6
24
1
オ
ウ
ム

1.
53
24

原
爆

-2
.6
90
3

教
師

1.
83
09

志
向

-2
.4
52
8
決
断

2.
58
34

子
育
て

-2
.8
06
7
下

2.
31
80

漫
画

-1
.6
17
0
友
達

1.
48
79

所
得

-2
.6
30
2

道
徳

1.
77
06

ア
ニ
メ

-2
.3
97
5
党

2.
46
76

米
-2
.7
77
6
世
代

2.
27
90

授
業

-1
.5
73
5
相
手

1.
47
44

格
差

-2
.6
02
9

法
1.
76
15

ケ
ー
タ
イ

-2
.3
18
2
観
光

2.
40
66

占
領

-2
.6
69
8
所
得

2.
19
56

障
害

-1
.5
27
1
喪
失

1.
47
31

フ
リ
ー
タ
ー

-2
.5
17
3

客
1.
65
38

人
気

-2
.2
63
2
壁

2.
32
59

女
子
高

-2
.6
51
0
壁

2.
12
03

先
生

-1
.5
26
5
パ
ソ
コ
ン

1.
45
50

小
説

-2
.4
86
4

相
互

1.
64
30

少
女

-2
.2
59
6
自
民
党

2.
25
94

男
女

-2
.6
42
2
原
爆

2.
07
13

印
象

-1
.4
49
4
発
達

1.
45
45

リ
ス
ク

-2
.4
86
2

動
物

1.
61
26

趣
味

-2
.2
11
2
正
義

2.
22
83

宣
言

-2
.6
06
0
超
越

2.
00
87

母
親

-1
.4
48
1
大
事

1.
41
94

結
婚

-2
.4
47
5

患
者

1.
60
68

マ
ン
ガ

-2
.1
28
1
民
主
党

2.
21
35

人
権

-2
.5
80
5
男
性

1.
99
87

心
-1
.3
76
5
女
子

1.
41
65

漫
画

-2
.3
92
2

欲
望

1.
55
80

ド
ラ
マ

-2
.0
99
5
江
戸

2.
13
07

権
利

-2
.4
44
0
主
婦

1.
87
66

人
権

-1
.2
76
0
デ
モ

1.
37
47

下
-2
.3
02
3

喪
失

1.
49
67

安
倍

-2
.0
60
8
国
会

2.
10
00

階
層

-2
.1
71
4
結
婚

1.
87
32

小
学
校

-1
.2
75
5
授
業

1.
37
06

上
昇

-2
.1
83
7

監
視

1.
48
59

女
子
高

-1
.9
96
8
ア
ニ
メ

2.
09
87

親
-2
.1
65
8
父

1.
86
16

愛
-1
.2
65
6
母
親

1.
34
70

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

-2
.1
30
5

言
語

1.
47
17

中
国

-1
.9
13
3
商
品

2.
08
30

男
性

-2
.1
53
4
設
定

1.
82
11

発
達

-1
.2
62
9
萌
え
る

1.
34
53

引
用

-2
.0
54
3

理
論

1.
45
29

米
-1
.8
99
3
投
票

2.
04
56

相
互

-2
.1
22
7
職
業

1.
81
83

仲
間

-1
.2
16
1
生
き
方

1.
33
69

希
望

-2
.0
20
9

虚
構

1.
44
85

米
国

-1
.8
33
4
消
費

1.
96
82

喪
失

-2
.1
19
8
上
昇

1.
78
69

医
療

-1
.2
10
4
観
光

1.
30
55

キ
ャ
ラ

-2
.0
20
0

頭
1.
43
76

漫
画

-1
.8
26
8
事
故

1.
96
67

オ
ウ
ム

-2
.1
10
7
格
差

1.
75
20

学
校

-1
.2
03
4
空
間

1.
27
84

音
楽

-1
.9
80
4

人
び
と

1.
39
52

ブ
ー
ム

-1
.8
25
5
税

1.
92
00

天
皇

-2
.0
67
9
主
人
公

1.
68
78

文
化

-1
.2
00
3
言
語

1.
27
34

父
-1
.9
70
4

文
章

1.
39
09

音
楽

-1
.8
02
5
ポ
ス
ト

1.
86
38

理
想

-2
.0
54
3
ポ
ス
ト

1.
66
65

検
討

-1
.1
99
1
映
像

1.
27
25

男
性

-1
.9
43
1

超
越

1.
38
84

軍
事

-1
.7
23
1
巨
大

1.
85
82

女
性

-2
.0
53
0
欧
米

1.
65
35

引
用

-1
.1
86
7
監
視

1.
26
24

物
語

-1
.7
75
9

オ
ウ
ム

1.
37
84

占
領

-1
.6
64
2
記
者

1.
85
64

法
-2
.0
41
3
記
述

1.
60
95

朝
鮮

-1
.1
69
8
行
為

1.
22
55

努
力

-1
.7
06
6
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間違いだらけの論客選び 改
主
成
分
1

主
成
分
2

主
成
分
3

主
成
分
4

寄
与
率

7.
26
%
累
積
寄
与
率

7.
26
%
寄
与
率

6.
21
%
累
積
寄
与
率

13
.4
7%

寄
与
率

4.
80
%
累
積
寄
与
率

18
.2
7%

寄
与
率

3.
86
%
累
積
寄
与
率

22
.1
3%

正
方
向

負
方
向

正
方
向

負
方
向

正
方
向

負
方
向

正
方
向

負
方
向

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

単
語

得
点

1
萌
え
る

5.
74
26

原
爆

-4
.4
41
6
フ
リ
ー
タ
ー

3.
63
48

仮
面
ラ
イ
ダ
ー

-6
.8
14
3
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

4.
88
46

萌
え
る

-9
.5
82
6
バ
カ

8.
49
47

萌
え
る

-7
.2
31
8

2
恋
愛

5.
20
98

条
約

-3
.6
91
2
収
入

2.
94
61

萌
え
る

-5
.8
60
5
虚
構

3.
25
28

恋
愛

-8
.0
25
4
男
子

6.
13
84

恋
愛

-5
.5
36
6

3
男
子

4.
84
72

占
領

-3
.5
49
5
派
遣

2.
76
80

オ
タ
ク

-5
.1
29
4
超
越

3.
00
54

女
-6
.2
54
9
ヤ
ン
キ
ー

4.
99
56

オ
タ
ク

-5
.0
08
0

4
オ
タ
ク

4.
28
29

米
国

-3
.5
09
6
正
社
員

2.
71
49

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

-4
.8
02
8
監
視

2.
95
22

オ
タ
ク

-6
.0
13
3
ケ
ー
タ
イ

3.
69
63

リ
ス
ク

-4
.5
15
5

5
キ
ャ
ラ

4.
26
59

米
-3
.3
82
3
階
層

2.
61
45

虚
構

-4
.3
30
5
リ
ス
ク

2.
45
72

愛
-5
.7
17
5
小
説

2.
56
96

資
本

-4
.3
14
4

6
女

4.
05
76

軍
事

-3
.3
75
0
賃
金

2.
48
41

キ
ャ
ラ

-4
.3
27
3
オ
ウ
ム

2.
41
95

バ
カ

-4
.9
98
2
写
真

2.
52
85

階
層

-4
.1
25
3

7
男

3.
37
53

敗
戦

-3
.1
59
5
お
金

2.
34
56

恋
愛

-4
.2
41
7
ケ
ー
タ
イ

2.
36
70

男
-4
.7
48
9
サ
イ
ト

2.
51
41

収
入

-3
.6
13
2

8
愛

3.
17
05

憲
法

-2
.9
70
1
上

2.
29
46

超
越

-4
.2
35
0
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2.
34
18

原
爆

-3
.4
45
8
ニ
ュ
ー
ス

2.
34
69

愛
-3
.5
95
9

9
バ
カ

2.
89
28

日
-2
.9
60
4
働
く

2.
28
39

物
語

-4
.1
36
7
物
語

2.
25
92

金
-3
.3
85
1
記
事

2.
33
98

職
業

-3
.3
89
0

10
友
達

2.
86
95

天
皇

-2
.9
05
8
年
金

2.
27
66

愛
-3
.5
06
0
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2.
23
12

占
領

-2
.7
47
5
ネ
ッ
ト

2.
33
40

所
得

-3
.3
69
2

11
女
の
子

2.
72
68

大
戦

-2
.7
69
4
社
員

2.
27
35

主
人
公

-3
.4
21
1
外
部

2.
13
43

資
本

-2
.6
21
4
編
集

2.
25
69

格
差

-3
.2
55
1

12
ヤ
ン
キ
ー

2.
69
75

国
際

-2
.7
34
8
就
職

2.
22
44

決
断

-3
.3
89
8
決
断

2.
13
41

条
約

-2
.5
07
8
朝
鮮

2.
22
21

グ
ロ
ー
バ
ル

-2
.9
69
3

13
女
子

2.
67
97

核
-2
.6
82
6
職
業

2.
20
83

ア
ニ
メ

-3
.2
73
3
空
間

2.
06
87

軍
事

-2
.3
55
0
携
帯

2.
15
80

フ
リ
ー
タ
ー

-2
.9
05
1

14
女
子
高

2.
60
39

戦
前

-2
.6
69
6
団
塊

2.
17
93

設
定

-3
.0
54
9
他
者

2.
05
08

米
-2
.3
33
3
出
来
る

2.
14
04

上
昇

-2
.7
72
1

15
ケ
ー
タ
イ

2.
55
87

平
和

-2
.5
69
2
子
育
て

2.
14
91

悪
-2
.9
70
0
成
熟

2.
02
91

日
-2
.3
19
1
発
言

2.
13
50

正
社
員

-2
.7
48
9

16
ア
ニ
メ

2.
50
42

中
国

-2
.5
00
4
主
婦

2.
12
20

オ
ウ
ム

-2
.8
88
6
依
存

2.
00
06

中
国

-2
.2
29
0
文
学

2.
07
42

市
場

-2
.6
62
7

17
趣
味

2.
48
20

理
念

-2
.4
18
8
保
険

2.
09
17

作
品

-2
.7
74
5
相
対

1.
99
15

憲
法

-2
.2
20
3
記
者

2.
04
91

結
婚

-2
.5
50
1

18
フ
ァ
ン

2.
34
25

戦
争

-2
.2
93
4
格
差

2.
05
74

正
義

-2
.6
74
4
身
体

1.
96
72

男
子

-2
.1
91
7
女
子

1.
95
34

団
塊

-2
.5
14
4

19
結
婚

2.
32
84

大
統
領

-2
.2
41
7
高
齢

2.
04
73

記
述

-2
.4
80
9
承
認

1.
84
93

米
国

-2
.1
17
5
安
倍

1.
93
96

保
険

-2
.4
83
4

20
マ
ン
ガ

2.
29
50

宣
言

-2
.2
29
5
労
働

2.
01
95

小
説

-2
.4
57
1
観
光

1.
84
55

韓
国

-2
.0
36
0
不
思
議

1.
92
90

水
準

-2
.4
35
4

21
少
女

2.
27
27

勢
力

-2
.2
15
6
所
得

2.
01
65

ポ
ス
ト

-2
.4
43
0
生

1.
83
66

民
族

-1
.9
68
3
電
話

1.
88
61

賃
金

-2
.4
34
9

22
男
性

2.
22
99

放
棄

-2
.1
48
6
仕
事

2.
01
28

身
体

-2
.4
39
8
意
志

1.
80
67

朝
鮮

-1
.9
47
4
音
楽

1.
86
65

上
-2
.3
71
9

23
漫
画

2.
18
63

ド
イ
ツ

-2
.1
46
7
授
業

1.
98
08

描
く

-2
.3
87
8
職
業

1.
78
92

宣
言

-1
.9
46
5
友
達

1.
85
08

平
等

-2
.3
33
7

24
団
塊

2.
17
58

国
民

-2
.1
36
1
減
る

1.
90
76

ゲ
ー
ム

-2
.3
78
7
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

1.
72
99

安
倍

-1
.9
37
6
少
女

1.
84
88

階
級

-2
.1
96
8

25
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

2.
12
73

沖
縄

-2
.1
28
7
リ
ス
ク

1.
88
52

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

-2
.3
70
3
用
い
る

1.
69
97

女
の
子

-1
.9
05
4
番
組

1.
84
67

安
定

-2
.1
72
5

26
金

2.
11
16

文
明

-2
.1
24
6
勉
強

1.
87
10

想
像

-2
.1
76
9
自
己

1.
67
68

敗
戦

-1
.8
86
5
書
く

1.
84
14

雇
用

-2
.1
54
3

27
女
性

2.
00
19

国
家

-2
.1
19
1
雇
用

1.
85
57

反
省

-2
.0
69
8
反
省

1.
67
54

先
生

-1
.8
78
2
地
元

1.
82
23

努
力

-2
.1
44
1

28
階
層

1.
97
29

戦
後

-2
.1
10
3
親

1.
84
54

漫
画

-2
.0
58
1
日
常

1.
64
55

大
戦

-1
.8
65
5
人
気

1.
81
91

図
-2
.1
20
3

29
地
元

1.
92
27

政
権

-2
.0
32
7
将
来

1.
83
66

捉
え
る

-2
.0
53
0
記
述

1.
61
44

平
和

-1
.8
62
2
面
白
い

1.
81
34

希
望

-2
.0
15
5

30
子
育
て

1.
88
44

安
倍

-2
.0
23
5
デ
モ

1.
81
84

フ
ァ
ン

-2
.0
51
2
父

1.
60
68

沖
縄

-1
.8
31
4
文
章

1.
78
84

競
争

-1
.9
87
2
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〈劣化言説の時代〉と〈ポスト劣化言説の時代〉の比較研究
月刊テキストマイニングレポート Vol.8 2017 年 12 月 31 日号（特別編）

主成分5

深澤真紀『草食男子世代』 -3.3964 勢古浩爾『まれに見るバカ』 7.6071

原田曜平『ヤンキー経済』 -2.6581 八木秀次『反「人権」宣言』 1.4301

斎藤環『世界が土曜の夜の夢なら』 -1.9416 東浩紀『一般意志2.0』 1.4161

相原博之『キャラ化するニッポン』 -1.8928 中川淳一郎『バカざんまい』 1.3871

三浦展『下流社会』 -1.5526 大澤真幸『虚構の時代の果て』 1.1381

速水健朗『ケータイ小説的。』 -1.5210 東浩紀『ゲンロン0 観光客の哲学』 1.0956

松谷創一郎『ギャルと不思議ちゃん論』 -1.4288 門脇厚司『子どもの社会力』 1.0930

森川嘉一郎『趣都の誕生』 -1.4039 片田珠美『一億総ガキ社会』 1.0076

速水健朗『1995年』 -1.0875 尾木直樹『子どもの危機をどう見るか』 0.9033

加藤典洋『戦後入門』 -1.0561 小原信『iモード社会の「われとわれわれ」』 0.8948

主成分6

深澤真紀『草食男子世代』 -3.6633 中川淳一郎『ウェブはバカと暇人のもの』 2.2062

斎藤環『世界が土曜の夜の夢なら』 -2.6198 橋本治『バカになったか、日本人』 1.9074

八木秀次『反「人権」宣言』 -2.2405 宇野常寛『リトル・ピープルの時代』 1.7507

加藤典洋『戦後入門』 -2.0007 奥田愛基『変える』 1.4985

尾木直樹『子どもの危機をどう見るか』 -1.8663 渡邉恒雄『反ポピュリズム』 1.3108

兵頭新児『ぼくたちの女災社会』 -1.5989 イケダハヤト『年収150万で僕らは自由に生きていく』 1.2999

片田珠美『一億総ガキ社会』 -1.4986 森川嘉一郎『趣都の誕生』 1.2857

大澤真幸『虚構の時代の果て』 -1.4399 東浩紀『動物化するポストモダン』 1.2718

原田曜平『ヤンキー経済』 -1.3866 藻谷浩介『里山資本主義』 1.2419

白井聡『永続敗戦論』 -1.3584 谷本真由美『日本が世界一「貧しい」国である件について』 1.1932

主成分7

斎藤環『世界が土曜の夜の夢なら』 -4.8483 深澤真紀『草食男子世代』 6.1102

原田曜平『ヤンキー経済』 -1.9755 勢古浩爾『まれに見るバカ』 3.7138

速水健朗『ケータイ小説的。』 -1.5996 三浦展『下流社会』 2.5679

相原博之『キャラ化するニッポン』 -1.5124 宇野常寛『リトル・ピープルの時代』 2.1134

尾木直樹『子どもの危機をどう見るか』 -1.1299 佐藤俊樹『不平等社会日本』 1.2515

柳田邦男『壊れる日本人』 -1.0602 宇野常寛『ゼロ年代の想像力』 1.2512

門脇厚司『子どもの社会力』 -0.9867 兵頭新児『ぼくたちの女災社会』 1.0666

岡田斗司夫『オタクはすでに死んでいる』 -0.9867 山田昌弘『希望格差社会』 0.8372

片田珠美『一億総ガキ社会』 -0.8701 山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』 0.8359

本田透『電波男』 -0.8681 加藤典洋『戦後入門』 0.7805

主成分8

勢古浩爾『まれに見るバカ』 -5.3389 深澤真紀『草食男子世代』 4.6265

斎藤環『世界が土曜の夜の夢なら』 -4.4667 門脇厚司『子どもの社会力』 1.3254

三浦展『下流社会』 -2.8099 小原信『iモード社会の「われとわれわれ」』 1.2726

原田曜平『ヤンキー経済』 -2.4247 鈴木謙介『ウェブ社会のゆくえ』 1.1328

速水健朗『ケータイ小説的。』 -1.8096 尾木直樹『子どもの危機をどう見るか』 1.1026

山田昌弘『希望格差社会』 -1.6836 東浩紀『一般意志2.0』 0.9930

山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』 -1.5960 奥田愛基『変える』 0.9632

佐藤俊樹『不平等社会日本』 -1.4946 柳田邦男『壊れる日本人』 0.9426

宇野常寛『リトル・ピープルの時代』 -1.1504 片田珠美『一億総ガキ社会』 0.8351

加藤典洋『戦後入門』 -0.9754 齋藤孝『日本人の心はなぜ強かったのか』 0.8115
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間違いだらけの論客選び 改
主成分1

加藤典洋『戦後入門』 -2.4163 本田透『電波男』 3.1190

白井聡『永続敗戦論』 -2.1100 深澤真紀『草食男子世代』 2.5787

山崎雅弘『戦前回帰』 -1.9656 岡田斗司夫『オタクはすでに死んでいる』 2.2419

竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』 -1.9251 原田曜平『ヤンキー経済』 1.6674

佐伯啓思『日本の宿命』 -1.6573 兵頭新児『ぼくたちの女災社会』 1.6618

ケント・ギルバート『儒教に支配された中国人と韓国人の悲劇』 -1.6391 相原博之『キャラ化するニッポン』 1.6301

姜尚中『愛国の作法』 -1.4309 三浦展『下流社会』 1.6076

與那覇潤『中国化する日本』 -1.2340 勢古浩爾『まれに見るバカ』 1.5920

渡邉恒雄『反ポピュリズム』 -1.1844 速水健朗『ケータイ小説的。』 1.4522

西部邁『国民の道徳』 -1.1081 松谷創一郎『ギャルと不思議ちゃん論』 1.3533

主成分2

本田透『電波男』 -2.7496 三浦展『下流社会』 1.8994

東浩紀『動物化するポストモダン』 -2.6855 雨宮処凜『生きさせろ！』 1.8811

宇野常寛『リトル・ピープルの時代』 -2.5717 山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』 1.8505

宇野常寛『ゼロ年代の想像力』 -2.2023 山田昌弘『希望格差社会』 1.7522

相原博之『キャラ化するニッポン』 -2.0456 マークス寿子『日本はなぜここまで壊れたのか』 1.4883

大澤真幸『虚構の時代の果て』 -1.9048 谷本真由美『日本が世界一「貧しい」国である件について』 1.3956

岡田斗司夫『オタクはすでに死んでいる』 -1.6996 ブレイディみかこ『This is Japan』 1.2072

大澤真幸『不可能性の時代』 -1.5472 イケダハヤト『年収150万で僕らは自由に生きていく』 1.1613

森川嘉一郎『趣都の誕生』 -1.5362 上野千鶴子『サヨナラ、学校化社会』 1.1437

北田暁大『嗤う日本の「ナショナリズム」』 -1.3506 パオロ・マッツァリーノ『反社会学講座』 1.1376

主成分3

本田透『電波男』 -5.0944 宇野常寛『リトル・ピープルの時代』 1.6388

岡田斗司夫『オタクはすでに死んでいる』 -2.6989 鈴木謙介『カーニヴァル化する社会』 1.6087

勢古浩爾『まれに見るバカ』 -2.2990 大澤真幸『虚構の時代の果て』 1.5073

ケント・ギルバート『儒教に支配された中国人と韓国人の悲劇』 -1.4752 鈴木謙介『ウェブ社会のゆくえ』 1.4096

竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』 -1.4699 山田昌弘『希望格差社会』 1.3946

加藤典洋『戦後入門』 -1.4517 土井隆義『友だち地獄』 1.3653

渡部昇一『決定版 日本人論』 -1.0981 宇野常寛『ゼロ年代の想像力』 1.3522

橋本治『バカになったか、日本人』 -1.0681 北田暁大『嗤う日本の「ナショナリズム」』 1.1004

白井聡『永続敗戦論』 -1.0557 斎藤環『ひきこもり文化論』 1.0692

兵頭新児『ぼくたちの女災社会』 -1.0465 東浩紀『一般意志2.0』 1.0538

主成分4

本田透『電波男』 -3.4634 勢古浩爾『まれに見るバカ』 3.4053

山田昌弘『希望格差社会』 -2.5838 深澤真紀『草食男子世代』 2.4794

佐藤俊樹『不平等社会日本』 -2.0329 中川淳一郎『ウェブはバカと暇人のもの』 2.0542

三浦展『下流社会』 -2.0279 中川淳一郎『バカざんまい』 1.9893

山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』 -1.9134 速水健朗『ケータイ小説的。』 1.8910

中谷巌『資本主義はなぜ自壊したのか』 -1.8584 百田尚樹『大放言』 1.5771

岡田斗司夫『オタクはすでに死んでいる』 -1.2534 斎藤環『世界が土曜の夜の夢なら』 1.5569

鈴木謙介『サブカル・ニッポンの新自由主義』 -1.0138 奥田愛基『変える』 1.4509

橘玲『（日本人）』 -0.9676 柳美里『国家への道順』 1.2893

東浩紀『動物化するポストモダン』 -0.9594 柳美里『仮面の国』 1.1981
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〈劣化言説の時代〉と〈ポスト劣化言説の時代〉の比較研究
月刊テキストマイニングレポート Vol.8 2017 年 12 月 31 日号（特別編）

3
・
カ
テ
ゴ
リ
別
単
語
の
集
計

こ
こ
で
は
、
抽
出
さ
れ
た
単
語
の
内
、
上
位
３
０
０
単
語
（
出
現
数
１
，
２
３
５

以
上
）
に
つ
い
て
、
段
落
を
集
計
基
準
と
し
た
多
次
元
尺
度
構
成
法
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
近
い
性
質
を
持
っ
た
単
語
を
集
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る

単
語
の
使
用
頻
度
を
調
べ
た
。
左
の
表
に
そ
の
単
語
を
示
す
。
ま
た
左
下
は
単
語
の

使
用
頻
度
の
相
関
係
数
で
あ
る
。

カ
テ
ゴ
リ
1
：
評
論
と
し
て
の
傾
向
？

カ
テ
ゴ
リ
1
に
は
、
評
論
で
使
わ
れ
が
ち
な
言
葉
が
多
く
並
ん
だ
。
た
だ
し
こ
れ

ら
の
単
語
は
全
体
と
し
て
使
用
頻
度
が
高
い
た
め
、
分
析
の
際
に
重
視
す
べ
き
指
標

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

カ
テ
ゴ
リ
2
：
思
想

「
政
治
」「
国
家
」「
国
民
」
な
ど
の
単
語
が
属
し
て
い
る
た
め
、
政
治
に
関
す
る

単
語
の
使
用
率
か
と
思
わ
れ
る
が
、他
に
も
「
世
紀
」「
立
場
」「
技
術
」「
戦
争
」「
批

判
」な
ど
の
言
葉
が
並
び
、一
概
に
政
治
に
関
す
る
単
語
の
集
合
と
は
言
い
に
く
い
。

む
し
ろ
、
政
治
哲
学
を
中
心
と
す
る
、
思
想
に
関
す
る
言
葉
と
し
て
見
た
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

カ
テ
ゴ
リ
3
：
世
代
論
、
女
性
論

「
子
供
」「
若
者
」「
女
性
」「
世
代
」
と
い
う
単
語
が
並
ん
で
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
子

供
論
、
若
者
論
、
女
性
論
に
関
す
る
指
標
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

カ
テ
ゴ
リ
4
：
経
済
・
労
働

経
済
や
労
働
の
話
題
は
、
２
０
０
０
年
代
の
最
も
重
要
な
議
論
の
一
つ
で
あ
り
、

本
書
で
採
り
上
げ
た
書
籍
も
そ
れ
を
扱
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

カ
テ
ゴ
リ
5
：
精
神
・
感
覚

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
は
、
現
代
人
の
精
神
や
感
性
に
関
す
る
議
論
に
使
わ
れ
が
ち
な

単
語
が
並
ん
で
い
る
。特
に
精
神
分
析
に
基
づ
い
た
若
者
論
に
多
く
見
ら
れ
そ
う
だ
。

カ
テ
ゴ
リ
6
：
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
・
行
き
方

こ
ち
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
は
、
大
学
や
会
社
、
仕
事
、
結
婚
な
ど
と
い
っ
た
、
生
き
方

に
つ
い
て
の
議
論
と
言
え
る
。
た
だ
し
生
き
方
と
言
っ
て
も
、
自
己
啓
発
的
な
そ
れ

で
は
な
く
、
む
し
ろ
格
差
論
の
社
会
学
で
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
な
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

に
関
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

カ
テ
ゴ
リ
7
：
オ
タ
ク
論
的
傾
向

い
き
な
り
「
オ
タ
ク
」
が
入
っ
て
い
る
ほ
か
、「
メ
デ
ィ
ア
」「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

「
イ
メ
ー
ジ
」
な
ど
と
い
っ
た
、
２
０
０
０
年
代
の
「
批
評
」
系
の
議
論
に
使
わ
れ

た
単
語
が
属
し
て
い
る
た
め
、
オ
タ
ク
論
と
し
て
の
性
質
の
強
さ
の
指
標
と
し
て
使

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

カ
テ
ゴ
リ
8
：
政
治
・
外
交

カ
テ
ゴ
リ
2
を
、
政
治
に
関
す
る
議
論
と
し
て
の
指
標
と
見
る
の
は
難
し
い
と
書

い
た
が
、
こ
ち
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
で
は
、「
政
治
」
と
い
う
言
葉
が
直
接
使
わ
れ
て
い

な
く
て
も
、「
政
府
」「
制
度
」「
政
策
」「
選
挙
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
や
国
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間違いだらけの論客選び 改
カテゴリ 単語 意味

1

社会,自分,世界,人間,時代,言葉,現実,自己,人々,情報,状況,事件,理
由,自身,一般,能力,関係,意味,存在,生活,意識,必要,間,可能,様々,問
題,今,前,多く,場合,結果,いま,すべて,言う,思う,考える,見る,持つ,
分かる,書く,知る,出る,生きる,呼ぶ,見える,言える,生まれる,与え
る,得る,求める,多い,強い,実際,人,他

評論としての傾向

2

主義,政治,国家,国民,文化,個人,歴史,価値,近代,思想,システム,構
造,世紀,集団,立場,基本,学者,技術,戦争,批判,共同,主張,議論,代表,
実現,自由,明らか,戦後,事実,述べる,終わる,失う,認める,立つ,新し
い,力,先,形

思想

3
子供,若者,女性,世代,家族,最初,話,経験,時間,使う,感じる,違う,目,
手

世代論、女性論

4

経済,日本人,企業,一つ,責任,地域,状態,中心,環境,格差,地方,教育,
労働,活動,成長,研究,影響,雇用,日本,アメリカ,現在,当時,全体,以
降,その後,受ける,行う,作る,変わる,起こる,起きる,大きい,特に,当
然,国

経済、労働

5
精神,現代,他者,感覚,空間,本書,内容,自体,感情,現象,理解,行動,行
為,表現,説明,指摘,想像,分析,重要,自ら,示す,異なる,同時に,極め
て,逆,例

精神、感覚

6
学校,大学,会社,学生,お金,家庭,専門,仕事,調査,結婚,普通,東京,行
く,入る,働く,聞く,増える,出す,来る,買う,高い,悪い,少ない,若い,
良い,本当に,少し,親,家,声

ライフコース、生き方

7
オタク,物語,作品,メディア,対象,コミュニケーション,ゲーム,身
体,小説,日常,暴力,傾向,キャラクター,部分,消費,変化,登場,イメー
ジ,評価,ひとつ,語る,描く,別

オタク論的傾向

8
政府,制度,資本,市場,国際,政策,政権,原発,知識,考え方,運動,参加,
選挙,組織,中国,韓国,一部,変える,守る,進む,続く

政治、外交

9 男性,場所,人生,バカ,母親,先生,電話,好き,選ぶ,男,女,子 愚痴としての傾向
10 憲法,民主,天皇,市民,権力,権利,体制,革命,支配,平和,米,米国 統治・憲法

11
相手,テレビ,ネット,映画,大人,少年,犯罪,最後,恋愛,読む,死ぬ,取
る,本,心,姿

メディア文化

12
宗教,理想,目的,前提,論理,科学,未来,具体,否定,機能,選択,判断,発
言,認識,自然,絶対,信じる,次,神

哲学

カテゴリ別単語の使用率の相関係数（相関係数0.3以上は強調、-0.3以下は下線）

カテゴリ1 カテゴリ2 カテゴリ3 カテゴリ4 カテゴリ5 カテゴリ6 カテゴリ7 カテゴリ8 カテゴリ9 カテゴリ10 カテゴリ11 カテゴリ12

＊カテゴリ1（評論としての傾向） 1.0000 0.2945 0.3408 0.1700 0.5534 0.1851 0.3206 0.0617 -0.0203 0.0357 0.2297 0.3500

＊カテゴリ2（思想） 0.2945 1.0000 -0.4025 0.5088 0.5150 -0.4786 0.0946 0.5881 -0.4619 0.7512 -0.2471 0.7207

＊カテゴリ3（世代論・女性論） 0.3408 -0.4025 1.0000 -0.1326 -0.0419 0.6621 0.0326 -0.3259 0.4722 -0.3799 0.2083 -0.2764

＊カテゴリ4（経済・労働） 0.1700 0.5088 -0.1326 1.0000 0.0581 0.0933 -0.2942 0.7036 -0.3949 0.4988 -0.3570 0.2357

＊カテゴリ5（精神・感覚） 0.5534 0.5150 -0.0419 0.0581 1.0000 -0.3984 0.5170 0.0264 -0.1647 0.1914 0.2019 0.6609

＊カテゴリ6（生き方） 0.1851 -0.4786 0.6621 0.0933 -0.3984 1.0000 -0.2623 -0.1870 0.3138 -0.4105 -0.0123 -0.4641

＊カテゴリ7（オタク論的傾向） 0.3206 0.0946 0.0326 -0.2942 0.5170 -0.2623 1.0000 -0.2872 0.0339 -0.2394 0.2586 0.1406

＊カテゴリ8（政治・外交） 0.0617 0.5881 -0.3259 0.7036 0.0264 -0.1870 -0.2872 1.0000 -0.4019 0.6313 -0.2904 0.2877

＊カテゴリ9（愚痴としての傾向） -0.0203 -0.4619 0.4722 -0.3949 -0.1647 0.3138 0.0339 -0.4019 1.0000 -0.3982 0.4104 -0.3694

＊カテゴリ10（統治・憲法） 0.0357 0.7512 -0.3799 0.4988 0.1914 -0.4105 -0.2394 0.6313 -0.3982 1.0000 -0.2126 0.5342

＊カテゴリ11（メディア文化） 0.2297 -0.2471 0.2083 -0.3570 0.2019 -0.0123 0.2586 -0.2904 0.4104 -0.2126 1.0000 -0.0775

＊カテゴリ12（哲学） 0.3500 0.7207 -0.2764 0.2357 0.6609 -0.4641 0.1406 0.2877 -0.3694 0.5342 -0.0775 1.0000
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会
の
外
か
ら
の
政
治
参
加
で
あ
る
「
運
動
」「
参
加
」
な
ど
も
入
っ
て
い
る
た
め
、

こ
ち
ら
を
政
治
に
関
す
る
議
論
と
し
て
の
強
さ
の
指
標
と
し
て
使
う
の
が
妥
当
だ
と

思
わ
れ
る
。

カ
テ
ゴ
リ
9
：
愚
痴
と
し
て
の
傾
向

何
よ
り
「
バ
カ
」
が
入
っ
て
い
る
た
め
こ
う
名
付
け
た
。
ち
な
み
に
「
女
性
」
は

カ
テ
ゴ
リ
3
で
「
女
」
は
カ
テ
ゴ
リ
9
だ
が
、「
男
」
も
「
男
性
」
も
カ
テ
ゴ
リ
9

な
の
が
興
味
深
い
。

カ
テ
ゴ
リ
10
：
統
治
・
憲
法

カ
テ
ゴ
リ
8
に
次
ぐ
第
二
の
政
治
系
カ
テ
ゴ
リ
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
天

皇
」「
憲
法
」「
権
力
」
な
ど
と
い
っ
た
国
家
の
あ
り
方
に
関
す
る
単
語
が
多
い
。

カ
テ
ゴ
リ
11
：
メ
デ
ィ
ア
文
化

こ
ち
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
に
は
、「
テ
レ
ビ
」「
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
単
語
の
ほ
か
、「
犯
罪
」

と
い
う
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
文
化
、
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
っ
て
子
供
が
お
か
し
く
な
っ
て
様
々
な
事
件
を
起
こ
す
、
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
悪
影
響
論
の
的
な
傾
向
を
示
す
指
標
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

カ
テ
ゴ
リ
12
・
哲
学

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
は
名
付
け
を
迷
っ
た
が
、「
宗
教
」「
科
学
」「
未
来
」「
自
然
」
な

ど
と
い
っ
た
、
思
想
や
政
治
・
社
会
よ
り
も
よ
り
大
き
な
枠
組
み
を
取
り
扱
っ
た
言

葉
が
多
い
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
「
哲
学
」
と
名
付
け
た
。
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＊カテゴリ5（精神・感覚）

鈴木謙介『ウェブ社会のゆくえ』 32.47% 堀井憲一郎『若者殺しの時代』 3.34%

土井隆義『友だち地獄』 29.70% 奥田愛基『変える』 3.78%

東浩紀『動物化するポストモダン』 29.07% 深澤真紀『草食男子世代』 4.04%

堀有伸『日本的ナルシシズムの罪』 28.98% 堀井憲一郎『やさしさをまとった殲滅の時代』 4.36%

門脇厚司『子どもの社会力』 28.52% 勢古浩爾『まれに見るバカ』 4.90%

大澤真幸『虚構の時代の果て』 28.15% 雨宮処凜『生きさせろ！』 4.91%

鈴木謙介『カーニヴァル化する社会』 26.93% 税所篤快『ゆとり世代の愛国心』 4.91%

北田暁大『嗤う日本の「ナショナリズム」』 26.39% 藻谷浩介『里山資本主義』 5.02%

東浩紀『一般意志2.0』 26.08% 橋本治『バカになったか、日本人』 5.13%

山崎雅弘『戦前回帰』 25.18% 百田尚樹『大放言』 5.27%

＊カテゴリ6（生き方）

山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』 46.21% 姜尚中『愛国の作法』 4.27%

マークス寿子『日本はなぜここまで壊れたのか』 43.56% 大澤真幸『虚構の時代の果て』 4.81%

谷本真由美『日本が世界一「貧しい」国である件について』 38.77% 宇野常寛『リトル・ピープルの時代』 5.05%

イケダハヤト『年収150万で僕らは自由に生きていく』 36.66% 東浩紀『動物化するポストモダン』 5.94%

三浦展『下流社会』 33.89% 東浩紀『ゲンロン0 観光客の哲学』 6.04%

山田昌弘『希望格差社会』 31.88% 林秀彦『この国の終わり』 6.09%

上野千鶴子『サヨナラ、学校化社会』 31.67% 宇野常寛『ゼロ年代の想像力』 6.66%

尾木直樹『子どもの危機をどう見るか』 29.39% 東浩紀『一般意志2.0』 6.69%

原田曜平『ヤンキー経済』 29.23% 加藤典洋『戦後入門』 6.98%

雨宮処凜『生きさせろ！』 29.12% 大澤真幸『不可能性の時代』 7.16%

＊カテゴリ7（オタク論的傾向）

東浩紀『動物化するポストモダン』 55.02% 藤原正彦『国家の品格』 2.43%

宇野常寛『ゼロ年代の想像力』 45.85% 森嶋通夫『日本はなぜ没落するか』 3.16%

相原博之『キャラ化するニッポン』 40.44% 税所篤快『ゆとり世代の愛国心』 3.21%

宇野常寛『リトル・ピープルの時代』 40.38% 橋本治『バカになったか、日本人』 3.37%

岡田斗司夫『オタクはすでに死んでいる』 35.74% 雨宮処凜『生きさせろ！』 3.40%

速水健朗『ケータイ小説的。』 33.94% 渡部昇一『決定版 日本人論』 3.58%

森川嘉一郎『趣都の誕生』 29.60% 藻谷浩介『里山資本主義』 4.02%

鈴木謙介『ウェブ社会のゆくえ』 27.07% 佐伯啓思『日本の宿命』 4.04%

北田暁大『嗤う日本の「ナショナリズム」』 26.39% 竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』 4.14%

三浦展『第四の消費』 23.62% 奥田愛基『変える』 4.32%

＊カテゴリ8（政治・外交）

ケント・ギルバート『儒教に支配された中国人と韓国人の悲劇』 37.79% 勢古浩爾『まれに見るバカ』 2.02%

與那覇潤『中国化する日本』 37.28% 斎藤環『世界が土曜の夜の夢なら』 2.20%

小熊英二『社会を変えるには』 28.58% 齋藤孝『日本人の心はなぜ強かったのか』 2.22%

中谷巌『資本主義はなぜ自壊したのか』 25.32% 小原信『iモード社会の「われとわれわれ」』 2.44%

山崎雅弘『戦前回帰』 25.23% 速水健朗『ケータイ小説的。』 2.73%

竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』 24.83% 松谷創一郎『ギャルと不思議ちゃん論』 2.76%

古谷経衡『左翼も右翼もウソばかり』 23.04% 堀井憲一郎『若者殺しの時代』 2.90%

加藤典洋『戦後入門』 22.95% 原田曜平『ヤンキー経済』 2.99%

渡邉恒雄『反ポピュリズム』 22.65% 兵頭新児『ぼくたちの女災社会』 3.03%

橋本治『バカになったか、日本人』 19.70% 片田珠美『一億総ガキ社会』 3.06%



23

間違いだらけの論客選び 改
＊カテゴリ1（評論としての傾向）

鈴木謙介『カーニヴァル化する社会』 76.64% 櫻井よしこ『日本の危機』 38.27%

熊代亨『ロスジェネ心理学』 74.08% 勢古浩爾『まれに見るバカ』 38.79%

鈴木謙介『ウェブ社会のゆくえ』 73.68% 税所篤快『ゆとり世代の愛国心』 39.24%

鈴木謙介『サブカル・ニッポンの新自由主義』 71.85% 堀井憲一郎『若者殺しの時代』 39.39%

土井隆義『友だち地獄』 70.25% パオロ・マッツァリーノ『反社会学講座』 40.11%

マークス寿子『日本はなぜここまで壊れたのか』 69.33% 藻谷浩介『里山資本主義』 41.15%

小原信『iモード社会の「われとわれわれ」』 69.07% 森川嘉一郎『趣都の誕生』 41.64%

門脇厚司『子どもの社会力』 69.03% 佐伯啓思『日本の宿命』 41.84%

小浜逸郎『人はひとりで生きていけるか』 68.52% 本田透『電波男』 41.96%

香山リカ『劣化する日本人』 67.82% 速水健朗『1995年』 44.33%

＊カテゴリ2（思想）

山崎雅弘『戦前回帰』 61.13% 深澤真紀『草食男子世代』 7.36%

姜尚中『愛国の作法』 51.98% 原田曜平『ヤンキー経済』 7.59%

鈴木謙介『サブカル・ニッポンの新自由主義』 47.51% 中川淳一郎『バカざんまい』 8.66%

白井聡『永続敗戦論』 47.41% 雨宮処凜『生きさせろ！』 8.78%

西部邁『国民の道徳』 46.25% 勢古浩爾『まれに見るバカ』 9.13%

與那覇潤『中国化する日本』 46.11% 堀井憲一郎『若者殺しの時代』 9.74%

加藤典洋『戦後入門』 44.74% 税所篤快『ゆとり世代の愛国心』 9.95%

東浩紀『一般意思2.0』 44.41% 中川淳一郎『ウェブはバカと暇人のもの』 10.32%

佐々木俊尚『21世紀の自由論』 44.30% 堀井憲一郎『やさしさをまとった殲滅の時代』 10.53%

八木秀次『反「人権」宣言』 43.58% 三浦展『下流社会』 11.28%

＊カテゴリ3（世代論・女性論）

山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』 31.28% 白井聡『永続敗戦論』 2.69%

マークス寿子『日本はなぜここまで壊れたのか』 30.17% 佐伯啓思『日本の宿命』 4.51%

尾木直樹『子どもの危機をどう見るか』 29.51% 東浩紀『一般意志2.0』 5.03%

兵頭新児『ぼくたちの女災社会』 28.79% 宇野常寛『リトル・ピープルの時代』 5.76%

熊代亨『ロスジェネ心理学』 28.60% 姜尚中『愛国の作法』 5.85%

門脇厚司『子どもの社会力』 28.27% 藤原正彦『国家の品格』 6.41%

三浦展『下流社会』 27.62% 渡邉恒雄『反ポピュリズム』 6.42%

八木秀次『反「人権」宣言』 27.43% 山崎雅弘『戦前回帰』 6.49%

古市憲寿『絶望の国の幸福な若者たち』 26.00% 佐々木俊尚『21世紀の自由論』 6.51%

水無田気流『黒山もこもこ、抜けたら荒野』 22.93% 竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』 6.53%

＊カテゴリ4（経済・労働）

山崎雅弘『戦前回帰』 57.37% 本田透『電波男』 8.79%

中谷巌『資本主義はなぜ自壊したのか』 55.61% 勢古浩爾『まれに見るバカ』 8.80%

竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』 53.20% 堀井憲一郎『やさしさをまとった殲滅の時代』 11.55%

與那覇潤『中国化する日本』 49.27% 深澤真紀『草食男子世代』 12.15%

森嶋通夫『日本はなぜ没落するか』 47.65% 武田砂鉄『紋切型社会』 12.36%

谷本真由美『日本が世界一「貧しい」国である件について』 42.98% 堀井憲一郎『若者殺しの時代』 12.74%

山田昌弘『希望格差社会』 42.98% 土井隆義『友だち地獄』 12.78%

ケント・ギルバート『儒教に支配された中国人と韓国人の悲劇』 42.22% 大澤真幸『虚構の時代の果て』 13.32%

和田秀樹『この国の冷たさの正体』 41.91% 小原信『iモード社会の「われとわれわれ」』 13.62%

池田整治『マインドコントロール』 39.76% 奥田愛基『変える』 13.94%
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＊カテゴリ9（愚痴としての傾向）

兵頭新児『ぼくたちの女災社会』 31.21% 佐伯啓思『日本の宿命』 0.82%

勢古浩爾『まれに見るバカ』 26.61% 加藤典洋『戦後入門』 0.96%

本田透『電波男』 21.86% 東浩紀『一般意志2.0』 1.17%

門脇厚司『子どもの社会力』 15.71% 白井聡『永続敗戦論』 1.19%

宮台真司『まぼろしの郊外』 13.81% 山崎雅弘『戦前回帰』 1.24%

マークス寿子『日本はなぜここまで壊れたのか』 13.36% 高村薫『作家的覚書』 1.34%

中川淳一郎『バカざんまい』 13.24% 渡邉恒雄『反ポピュリズム』 1.57%

荷宮和子『バリバリのハト派』 13.14% 大澤真幸『虚構の時代の果て』 1.73%

上野千鶴子『サヨナラ、学校化社会』 12.94% 東浩紀『ゲンロン0 観光客の哲学』 1.79%

三浦展『下流社会』 11.92% 中谷巌『資本主義はなぜ自壊したのか』 1.79%

＊カテゴリ10（統治・憲法）

加藤典洋『戦後入門』 29.54% 深澤真紀『草食男子世代』 0.11%

山崎雅弘『戦前回帰』 27.99% 原田曜平『ヤンキー経済』 0.19%

白井聡『永続敗戦論』 24.51% 熊代亨『ロスジェネ心理学』 0.19%

八木秀次『反「人権」宣言』 20.13% 山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』 0.36%

竹田恒泰『日本人はいつから日本が好きになったのか』 19.59% 齋藤孝『日本人の心はなぜ強かったのか』 0.39%

姜尚中『愛国の作法』 14.71% 山田昌弘『希望格差社会』 0.44%

與那覇潤『中国化する日本』 14.70% 松谷創一郎『ギャルと不思議ちゃん論』 0.45%

池田整治『マインドコントロール』 12.63% 土井隆義『友だち地獄』 0.48%

西部邁『国民の道徳』 11.02% 片田珠美『一億総ガキ社会』 0.49%

佐々木俊尚『21世紀の自由論』 10.75% イケダハヤト『年収150万で僕らは自由に生きていく』 0.50%

＊カテゴリ11（メディア文化）

中川淳一郎『ウェブはバカと暇人のもの』 30.50% 斎藤貴男『機会不平等』 2.10%

本田透『電波男』 22.74% 佐藤俊樹『不平等社会日本』 2.44%

門脇厚司『子どもの社会力』 16.38% 藻谷浩介『里山資本主義』 2.60%

柳田邦男『壊れる日本人』 16.24% 佐伯啓思『日本の宿命』 2.95%

小原信『iモード社会の「われとわれわれ」』 15.91% 佐々木俊尚『21世紀の自由論』 3.36%

齋藤孝『日本人の心はなぜ強かったのか』 15.66% 中谷巌『資本主義はなぜ自壊したのか』 3.53%

想田和弘『熱狂なきファシズム』 15.53% 西部邁『国民の道徳』 3.67%

熊代亨『ロスジェネ心理学』 15.47% 三浦展『第四の消費』 3.96%

柳美里『仮面の国』 15.36% 小熊英二『社会を変えるには』 4.00%

荷宮和子『バリバリのハト派』 14.71% 渡部昇一『決定版 日本人論』 4.02%

＊カテゴリ12（哲学）

大澤真幸『虚構の時代の果て』 26.94% 勢古浩爾『まれに見るバカ』 2.40%

山崎雅弘『戦前回帰』 22.94% 岡田斗司夫『オタクはすでに死んでいる』 2.44%

北田暁大『嗤う日本の「ナショナリズム」』 17.95% ブレイディみかこ『This is Japan』 2.47%

大澤真幸『不可能性の時代』 17.75% 雨宮処凜『生きさせろ！』 2.58%

鈴木謙介『サブカル・ニッポンの新自由主義』 16.43% 堀井憲一郎『若者殺しの時代』 2.66%

八木秀次『反「人権」宣言』 16.10% 税所篤快『ゆとり世代の愛国心』 2.66%

姜尚中『愛国の作法』 15.52% 山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』 2.75%

堀有伸『日本的ナルシシズムの罪』 14.73% 三浦展『下流社会』 2.82%

藤原正彦『国家の品格』 14.72% 奥田愛基『変える』 3.09%

白井聡『永続敗戦論』 14.51% 野田正彰『この社会の歪みについて』 3.11%
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間違いだらけの論客選び 改
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〈劣化言説の時代〉と〈ポスト劣化言説の時代〉の比較研究
月刊テキストマイニングレポート Vol.8 2017 年 12 月 31 日号（特別編）
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間違いだらけの論客選び 改

第
二
部 
個
別
論
者
分
析
編
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〈劣化言説の時代〉と〈ポスト劣化言説の時代〉の比較研究
月刊テキストマイニングレポート Vol.8 2017 年 12 月 31 日号（特別編）

書籍コード： X1998年S_櫻井よしこ『日本の危機』 主成分のレーダーチャート

関連語 対応分析：主成分 順位 主成分7：宮台社会学/マーケティング系社会学 主成分1：若者文化/政治
出来る 0.0375 主成分1 -0.3634 74 主成分8：サブカルチャー論/劣化言説 主成分2：労働論/オタク論
新聞 0.0373 主成分2 0.8046 21
税 0.0327 主成分3 -0.2921 68
述べる 0.0313 主成分4 0.1633 52
語る 0.0298 主成分5 -0.1578 65
朝日 0.0285 主成分6 0.0250 57
地方 0.0244 主成分7 -0.5386 85
報道 0.0243 主成分8 0.1713 55
販売 0.0239
議員 0.0234

コーディング 使用率 順位
＊カテゴリ1（評論としての傾向） 38.27% 105
＊カテゴリ2（思想） 20.31% 54
＊カテゴリ3（世代論・女性論） 10.03% 65
＊カテゴリ4（経済・労働） 24.81% 53
＊カテゴリ5（精神・感覚） 9.11% 68
＊カテゴリ6（生き方） 14.36% 57
＊カテゴリ7（オタク論的傾向） 7.37% 74
＊カテゴリ8（政治・外交） 10.67% 36
＊カテゴリ9（愚痴としての傾向） 3.83% 54
＊カテゴリ10（統治・憲法） 3.10% 50
＊カテゴリ11（メディア文化） 4.05% 94 主成分5：成熟論の哲学系/オタク論系 主成分3：オタク論客の哲学系/政治系
＊カテゴリ12（哲学） 4.27% 88 主成分6：決断主義系/コミュニケーション系 主成分4：若者論の政治系/生き方系

櫻井よしこ
『日本の危機』
新潮社、1998 年（新潮文庫版使用）

1
９
９
０
年
代
終
わ
り
頃
の〈
劣
化
言
説
の
時
代
〉を
象
徴
す
る
よ
う
な
本
。

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
も
、
政
治
や
経
済
は
も
と
よ
り
、
教
育
、
女
性
、
メ

デ
ィ
ア
、
そ
し
て
日
本
人
の
国
民
性
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
災
い
し
て
か
、
分
析
結
果
と
し
て
は
「
特
徴
が
な
い
の
が

特
徴
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
主
要
な
8
個
の
主
成
分

は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
値
に
近
く
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
正
八
角
形
に
か
な
り
近

い
形
と
な
っ
て
い
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
単
語
の
使
用
率
に
つ
い
て
も
、
評
論

的
性
向
が
強
い
書
籍
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
評
論
で
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
語
句
の
使
用
率
が
最
も
低
い
。
こ
れ
は
、
も
と
よ
り
日
本
の
「
危
機
」
を

裏
付
け
る
た
め
に
様
々
な
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
と
が
本
文
に
多
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
関
連
語
に
お
い
て
は
若
干
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
関
連
語
と
し
て
抽

出
さ
れ
た
者
に
「
新
聞
」「
朝
日
」
な
ど
が
あ
り
、
新
聞
、
特
に
朝
日
新
聞
の

報
道
姿
勢
や
現
状
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
た
記
事
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
こ

の
と
き
の
著
者
は
現
在
の
よ
う
に
か
な
り
強
い
保
守
的
性
向
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
の
櫻

井
の
言
説
が
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。
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間違いだらけの論客選び 改

書籍コード： X1999年K_門脇厚司『子どもの社会力』 主成分のレーダーチャート

関連語 対応分析：主成分 順位 主成分7：宮台社会学/マーケティング系社会学 主成分1：若者文化/政治
ヒト 0.1664 主成分1 0.5560 34 主成分8：サブカルチャー論/劣化言説 主成分2：労働論/オタク論
相互 0.1140 主成分2 0.4886 37
子 0.0726 主成分3 0.9952 12
行為 0.0683 主成分4 -0.0667 65
大人 0.0627 主成分5 1.0930 7
遊び場 0.0622 主成分6 -1.1435 94
赤ちゃん 0.0603 主成分7 -0.9867 99
形成 0.0541 主成分8 1.3254 2
先天的 0.0518
生後 0.0469

コーディング 使用率 順位
＊カテゴリ1（評論としての傾向） 69.03% 8
＊カテゴリ2（思想） 15.92% 74
＊カテゴリ3（世代論・女性論） 28.27% 6
＊カテゴリ4（経済・労働） 33.21% 23
＊カテゴリ5（精神・感覚） 28.52% 5
＊カテゴリ6（生き方） 21.22% 22
＊カテゴリ7（オタク論的傾向） 9.23% 49
＊カテゴリ8（政治・外交） 6.12% 65
＊カテゴリ9（愚痴としての傾向） 15.71% 4
＊カテゴリ10（統治・憲法） 0.56% 91
＊カテゴリ11（メディア文化） 16.38% 3 主成分5：成熟論の哲学系/オタク論系 主成分3：オタク論客の哲学系/政治系
＊カテゴリ12（哲学） 8.52% 38 主成分6：決断主義系/コミュニケーション系 主成分4：若者論の政治系/生き方系

門脇厚司
『子どもの社会力』
岩波新書、1999 年

〈
劣
化
言
説
の
時
代
〉
は
若
者
論
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
本
の
著
者
の

門
脇
厚
司
や
、
後
で
出
て
く
る
尾
木
直
樹
な
ど
を
は
じ
め
、」
様
々
な
教
育
学

者
、
社
会
学
者
、
教
育
評
論
家
が
子
供
・
若
者
の
不
可
解
さ
」
か
ら
現
代
社
会

を
論
じ
よ
う
と
し
た
。
門
脇
が
依
っ
て
立
つ
認
識
は
、
現
代
の
子
供
が
生
育
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
「
社
会
力
」
な
る
も
の
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
も
の

だ
。
そ
れ
が
様
座
名
問
題
に
繋
が
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
論
調
は
、

少
な
く
と
も
２
０
１
０
年
頃
ま
で
は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（『
社
会

力
を
育
て
る
』
岩
波
新
書
、
２
０
１
０
年
）。

そ
の
よ
う
な
門
脇
の
「
社
会
力
」
概
念
に
よ
る
子
供
・
若
者
論
、
そ
し
て
現

代
社
会
論
の
出
世
作
で
あ
る
こ
の
書
籍
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
見
る
と
、
ま
ず
対
応

分
析
で
は
主
成
分
6
・
7
が
負
の
方
向
に
振
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
主
成

分
6
の
負
方
向
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
、
そ
し
て
主
成
分
7
の
負
方
向

が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
の
社
会
学
に
親
和
的
な
傾
向
を

示
す
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の
変
化
を
重

視
す
る
、
後
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
言
説
に
繋
が
る
議
論
が
、
門
脇
の
中
に
見
ら

れ
る
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

ま
た
カ
テ
ゴ
リ
別
単
語
の
使
用
率
と
見
る
と
、
カ
テ
ゴ
リ
3
・
5
・
9
・
11

の
使
用
頻
度
が
全
体
で
極
め
て
高
い
。
と
り
わ
け
学
者
の
言
説
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
感
情
論
や
「
愚
痴
」
と
し
て
の
性
質
の
強
さ
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
9

の
使
用
頻
度
が
上
位
10
位
に
入
っ
て
し
ま
う
あ
た
り
、
こ
の
時
代
の
若
者
論
の

印
象
論
と
し
て
の
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
と
言
え
る
。
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〈劣化言説の時代〉と〈ポスト劣化言説の時代〉の比較研究
月刊テキストマイニングレポート Vol.8 2017 年 12 月 31 日号（特別編）

書籍コード： X1999年M_森嶋通夫『日本はなぜ没落するか主成分のレーダーチャート

関連語 対応分析：主成分 順位 主成分7：宮台社会学/マーケティング系社会学 主成分1：若者文化/政治
人達 0.0537 主成分1 -0.7029 84 主成分8：サブカルチャー論/劣化言説 主成分2：労働論/オタク論
東条 0.0452 主成分2 0.6940 27
全く 0.0422 主成分3 -0.3766 72
イノベーショ 0.0420 主成分4 -0.4957 82
行なう 0.0411 主成分5 -0.1465 62
アジア 0.0402 主成分6 0.0947 54
政界 0.0396 主成分7 -0.1429 54
没落 0.0380 主成分8 -0.0168 63
銀行 0.0361
大学 0.0350

コーディング 使用率 順位
＊カテゴリ1（評論としての傾向） 52.89% 67
＊カテゴリ2（思想） 32.35% 26
＊カテゴリ3（世代論・女性論） 8.07% 89
＊カテゴリ4（経済・労働） 47.65% 5
＊カテゴリ5（精神・感覚） 10.85% 60
＊カテゴリ6（生き方） 21.08% 24
＊カテゴリ7（オタク論的傾向） 3.16% 104
＊カテゴリ8（政治・外交） 11.77% 30
＊カテゴリ9（愚痴としての傾向） 2.37% 83
＊カテゴリ10（統治・憲法） 3.62% 44
＊カテゴリ11（メディア文化） 5.45% 76 主成分5：成熟論の哲学系/オタク論系 主成分3：オタク論客の哲学系/政治系
＊カテゴリ12（哲学） 7.03% 53 主成分6：決断主義系/コミュニケーション系 主成分4：若者論の政治系/生き方系

森嶋通夫
『日本はなぜ没落するか』
岩波書店、1999 年（岩波現代文庫版使用）

２
０
０
４
年
に
逝
去
し
た
、
国
際
的
に
有
名
な
経
済
学
者
（
例
え
ば
宇
沢
弘

文
な
ど
よ
り
も
早
く
国
際
的
な
学
会
・
研
究
所
の
会
長
職
な
ど
を
歴
任
し
た
）

が
晩
年
に
書
い
た
現
代
社
会
論
。
た
だ
文
章
を
読
む
限
り
、
著
者
が
日
本
の
大

学
で
経
験
し
た
日
本
の
若
者
へ
の
不
満
ば
か
り
が
綴
ら
れ
て
い
る
印
象
を
受
け

た
。
そ
の
割
に
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
3
や
9
の
単
語
の
使
用
頻
度
が
低
い
あ
た
り
、

あ
る
程
度
言
葉
を
選
ん
で
社
会
を
論
じ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

…
…
。

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
特
徴
と
言
え
そ
う
な
も
の
は
な
い
が
、
カ
テ
ゴ
リ
別

の
単
語
の
使
用
率
で
は
、
や
は
り
経
済
学
者
ら
し
く
カ
テ
ゴ
リ
ー
4
の
経
済
・

労
働
関
係
の
単
語
の
使
用
率
が
極
め
て
高
い
。
ま
た
当
時
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
、
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
と
の
政
治
や
歴
史
観
の
共
有
の
大
切
さ
を

語
っ
て
い
た
た
め
か
、
そ
れ
関
係
の
単
語
が
関
連
語
と
し
て
現
れ
た
。

た
だ
、
統
計
に
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
本
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
自
ら

の
業
績
な
ど
に
対
す
る
「
回
顧
録
」
と
し
て
の
性
向
が
強
い
。
と
は
い
え
、〈
劣

化
言
説
の
時
代
〉
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
回
顧
録
」
に
現
代
の
社
会
や

若
者
を
憂
慮
し
て
み
せ
る
よ
う
な
記
述
が
現
れ
る
の
も
少
な
く
は
な
い
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
ま
た
今
後
の
研
究
の
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。
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間違いだらけの論客選び 改

書籍コード： X2000年F_福田和也『余は如何にしてナショ主成分のレーダーチャート

関連語 対応分析：主成分 順位 主成分7：宮台社会学/マーケティング系社会学 主成分1：若者文化/政治
云う 0.1535 主成分1 -0.9251 91 主成分8：サブカルチャー論/劣化言説 主成分2：労働論/オタク論
ナショナリズ 0.0516 主成分2 -0.1221 75
極めて 0.0385 主成分3 -0.3779 73
わが国 0.0381 主成分4 0.2264 46
左翼 0.0367 主成分5 0.1568 39
国 0.0338 主成分6 -0.3947 73
国民 0.0268 主成分7 -0.1071 49
ナショナリス 0.0252 主成分8 0.1726 54
フランス 0.0244
無論 0.0238

コーディング 使用率 順位
＊カテゴリ1（評論としての傾向） 53.34% 64
＊カテゴリ2（思想） 33.56% 21
＊カテゴリ3（世代論・女性論） 11.26% 57
＊カテゴリ4（経済・労働） 35.98% 18
＊カテゴリ5（精神・感覚） 19.52% 22
＊カテゴリ6（生き方） 9.42% 86
＊カテゴリ7（オタク論的傾向） 5.83% 84
＊カテゴリ8（政治・外交） 11.40% 35
＊カテゴリ9（愚痴としての傾向） 3.41% 63
＊カテゴリ10（統治・憲法） 6.46% 28
＊カテゴリ11（メディア文化） 5.38% 77 主成分5：成熟論の哲学系/オタク論系 主成分3：オタク論客の哲学系/政治系
＊カテゴリ12（哲学） 7.09% 52 主成分6：決断主義系/コミュニケーション系 主成分4：若者論の政治系/生き方系

福田和也
『余は如何にしてナショナリストとなりし乎』
光文社、2000 年

当
時
気
鋭
の
若
手
保
守
論
客
と
し
て
売
り
出
し
て
い
た
著
者
が
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
や
愛
国
心
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
本
。
の
っ
け
か
ら
こ
の
本
に
つ

い
て「
斬
奸
状
」と
表
現
し
て
お
り
、国
家
の
敵
に
な
る
よ
う
な「
似
非
右
翼
」「
似

非
左
翼
」
は
国
家
の
名
に
お
い
て
殺
す
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と

ま
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
著
者
は
当
時
の
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く

る
会
」
的
な
保
守
運
動
に
は
懐
疑
的
だ
っ
た
。

た
だ
、
こ
れ
も
、
先
の
櫻
井
よ
し
こ
の
『
日
本
の
危
機
』
と
同
様
、
社
会
問

題
が
（
櫻
井
ほ
ど
で
は
な
い
と
は
い
え
）
総
花
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
か
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
、
カ
テ
ゴ
リ
別
の
単
語
の
使
用
頻
度
で
も
「
特

徴
が
な
い
の
が
特
徴
」
と
言
え
る
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
わ
ず
か
な
が
ら
見
え
る
特
徴
と
言
え
ば
、
主
成
分
1
が
若
干
負
の

方
向
に
傾
い
て
い
る
程
度
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
書
は
政
治
に
あ
る
程
度
ス

ペ
ー
ス
を
割
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
櫻
井
の
著
書
で
は
関
連
語
か
ら
あ
る
程
度
言
説
と
し
て
の
独
自
性
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
福
田
の
本
書
に
つ
い
て
は
関
連
語
か
ら
も
、
タ
イ

ト
ル
か
ら
わ
か
る
と
こ
ろ
以
外
の
独
自
性
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
い
。「
国
」「
わ

が
国
」
な
ど
の
表
現
は
特
徴
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
取
り
立
て

て
言
説
の
特
徴
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
も
な
さ
そ
う
だ
か
ら
だ
。
本
書
で

は
保
守
系
の
言
説
も
少
な
く
な
い
量
採
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
埋

没
し
て
し
ま
っ
た
印
象
で
あ
る
。


